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中
央
大
学
創
立
１
２
５
周
年
プ
レ
企
画
・
展
示
「
浮
世

絵
百
華　

平
木
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
す
べ
て
」
と
連
動
し
た

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
浮
世
絵
と
は
何
で
あ
っ
た
か
」（
文
学

部
主
催
）
が
２
月
20
日
、
中
央
大
学
駿
河
台
記
念
館
で
開

か
れ
た
。
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
は
、
江
戸
時
代
か
ら
明
治
前

期
に
か
け
て
の
日
本
文
化
を
幅
広
く
研
究
さ
れ
て
い
る
３

名
の
研
究
者
が
パ
ネ
リ
ス
ト
に
招
か
れ
、
浮
世
絵
の
文
化

史
的
意
義
や
魅
力
に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
の
視
点
か
ら
報
告
。

ま
た
会
場
に
集
ま
っ
た
２
０
０
名
近
い
浮
世
絵
フ
ァ
ン
と

の
質
疑
応
答
が
行
わ
れ
た
。

　

永
井
和
之
総
長
・
学
長
の
挨
拶
で
開
会
し
た
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
は
、
鈴
木
俊
幸
文
学
部
教
授
の
司
会
で
進
め
ら
れ
、

パ
ネ
リ
ス
ト
の
九
州
大
学
名
誉
教
授
の
中
野
三
敏
氏
、
ロ

ン
ド
ン
大
学
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
研
究
所
教
授
の
タ
イ
モ

ン
・
ス
ク
リ
ー
チ
氏
、
東
京
大
学
教
授
の
ロ
バ
ー
ト
・
キ
ャ

ン
ベ
ル
氏
が
そ
れ
ぞ
れ
報
告
を
行
っ
た
。

　

は
じ
め
に
中
野
氏
が
、「
江
戸
時
代
に
は
人
だ
け
で
な

く
、人
間
に
関
わ
る
も
の
す
べ
て
に
身
分
が
あ
り
ま
し
た
」

な
ど
と
述
べ
て
、「
江
戸
文
化
の
身
分
制
」
に
つ
い
て
解

説
。
そ
の
う
え
で
、
江
戸
時
代
の
文
化
を
「
雅
」（
メ
イ

ン
・
カ
ル
チ
ャ
ー
）
と
「
俗
」（
サ
ブ
・
カ
ル
チ
ャ
ー
）

と
の
２
つ
に
分
け
る
考
え
方
を
紹
介
し
、「
最
も
『
俗
』
で
、

文
化
の
中
で
は
下
位
に
あ
る
が
、
そ
れ
ゆ
え
に
人
間
味
溢

れ
る
も
の
」
と
し
て
浮
世

絵
が
江
戸
時
代
の
人
々
に

広
く
親
し
ま
れ
た
こ
と
を

報
告
し
た
。

　

続
い
て
ス
ク
リ
ー
チ
氏

は
、
浮
世
絵
に
描
か
れ
た

絵
と
詩
を
資
料
に
、
江

戸
か
ら
主
要
な
遊
郭
で

あ
っ
た
吉
原
に
行
く
客
の

「
道
の
り
」に
つ
い
て
説
明
。

浮
世
絵
は
「
旅
人
が
道
を

進
む
に
連
れ
て
少
し
ず
つ

変
わ
っ
て
ゆ
き
変
貌
す
る

感
覚
を
パ
ロ
デ
ィ
ー
化
し

て
創
り
出
し
て
い
た
の
で

は
な
い
か
」
と
の
見
解
を
示
し
、「
冬
の
情
景
が
描
か
れ

た
浅
草
の
絵
は
『
死
』
を
、
桜
の
花
な
ど
春
の
風
物
が
描

か
れ
た
吉
原
の
絵
は
『
往
生
』
を
表
し
て
い
ま
す
」
な
ど

と
解
説
し
た
。

　

最
後
に
キ
ャ
ン
ベ
ル
氏
が
、
浮
世
絵
に
描
か
れ
た
吉
原

か
ら
見
え
て
く
る
近
代
日
本
に
つ
い
て
報
告
。
明
治
維
新

の
文
明
開
化
を
契
機
に
、
吉
原
が
む
し
ろ
再
生
し
て
好
景

気
を
迎
え
、「
当
時
は
文
化
・
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
の
発
祥
の

地
で
し
た
」
と
説
明
し
た
。
そ
の
う
え
で
、
当
時
ま
だ
著

名
な
人
物
で
も
ほ
と
ん
ど
描
か
れ
る
こ
と
の
な
か
っ
た
油

絵
に
、
有
名
な
遊
女
が
モ
デ
ル
と
し
て
描
か
れ
た
こ
と
や
、

明
治
５
年
に
「
学
制
」
が
公
布
さ
れ
て
間
も
な
く
吉
原
の

郭
内
に
小
学
校
が
つ
く
ら
れ
た
こ
と
な
ど
を
例
に
挙
げ
、

吉
原
が
世
相
を
吸
収
し
ト
ピ
ッ
ク

を
取
り
入
れ
融
合
さ
せ
る
「
近
代

文
化
の
基
盤
」
で
あ
っ
た
と
の
見

解
を
示
し
た
。

　

パ
ネ
リ
ス
ト
に
よ
る
報
告
後
は
、

討
議
に
移
り
、
来
場
者
か
ら
質
問

を
受
け
て
、
活
発
な
意
見
交
換
が

行
わ
れ
た
。
最
後
に
鈴
木
教
授
が
、

「
き
ょ
う
は
結
論
を
出
す
の
が
目

的
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
浮
世
絵
を

見
る
参
考
に
な
さ
っ
て
く
だ
さ

い
。」
と
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
締
め

く
く
っ
た
。

 

（
学
生
記
者　

廣
瀬
功
一
＝
文
学

部
３
年
）

シンポジウムには多くの浮世絵ファンが集った

シリーズ

1
回

第

「
創
立
１
２
５
周
年
を
迎
え
て
」

研
究
者
が
文
化
史
的
意
義
や
魅
力
を
語
る

浮
世
絵
フ
ァ
ン
２
０
０
名
近
く
が
熱
心
に
聴
講

「
浮
世
絵
と
は
何
で
あ
っ
た
か
」

「
浮
世
絵
と
は
何
で
あ
っ
た
か
」

「
浮
世
絵
と
は
何
で
あ
っ
た
か
」

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム


